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1. はじめに  

1.1. 背景 

2014 年に日本が批准した「障害者の権利に
関する条約」にも謳われているように，情報

化社会の発展に伴う障害者の情報・コミュニ

ケーションの保障は，障害者福祉における重

要な今日的課題の一つである．とくに，自己

選択や自己決定に難しさを有する知的障害

児・者は，情報支援技術の改善と追究のみで

は情報アクセスに関する困難が十分に解消さ

れず，情報化社会の中で，ことばに関する複

合的な差別および情報格差の下に置かれ続け

ている [1]．  
知的障害者にとっての情報・コミュニケー

ションの保障とは，言語的に平易な表現，す

なわち「わかりやすい」かたちでの情報伝達

やコミュニケーションを行うことである．こ

うした情報提供やコミュニケーション支援は，

彼らの社会参加の手立てとして，また権利の

保障として重要な手段である．しかし，重度

の知的障害者に対するコミュニケーション支

援については社会福祉学領域に追究が多い一

方で，「わかりやすさ」を重視した言語的な情

報保障に関する社会的実践および研究蓄積は

非常に少ない [2]．知的障害者の情報の受発信
を可能にし，彼らの社会参加を促すためのわ

かりやすい情報提供に関する言語学的知見を

得ることは，喫緊の課題である．  

1.2. 本研究の概要と目的 

著者らは，知的障害者に対する「わかりや

すい」情報提供を実践する媒体である「ステ

ージ」（2.1 参照）全 69 号分のテキスト化を行
い，紙面中の原文通りに改行したテキスト 1，

および句点で改行したテキストの 2 種類のデ
ータの整備を進めている．  

                                                                    
1ステージは視線の移動が行いやすいように改行等に

視覚的な配慮がなされており（特に 54～ 69 号），句点
改行のデータは今後のわかりやすさの認知的および言

語的な解明に役立つと考え作成した．なお，この原文

通りの改行テキスト，および句点改行テキストのデー

タは（一社）言語資源協会より 2018 年 3 月に公開を予
定している．  

知的障害者向けの情報をまとまった形でテ

キストデータ化した事例は国内初であり，本

データは知的障害者向けに書かれた文書の言

語的特徴，およびわかりやすさにかかわる要

素の解明の一助につながると考えている．以

下，本研究は本データを使った今後の研究の

糸口を与えることを目的に，ステージの概要

と先行研究をまとめた後，全 69 号の全データ
を自動分析した結果を概観する．経年変化を

考察し，知的障害者向けの文書の傾向を明ら

かにする．  
 

2. 分析対象 

2.1. 「ステージ」とは[2] [3] [4] 

「ステージ」とは，社会福祉法人全日本手

をつなぐ育成会により 1996 年より 2014 年ま
で刊行されていた，知的障害者を対象とした

新聞の体裁をとる機関誌である．スウェーデ

ンの読みやすい新聞『8 SIDOR』を参照して
1996 年に創刊された．知的障害者を読者とし
て，全国規模で時事情報の継続的な配信を行

っていた紙面媒体としては，国内唯一のもの

であった．  
ステージの編集会議のメンバーは，新聞記

者・支援者・軽度または中度の知的障害者・

発行媒体である社会福祉法人の編集担当職

員・オブザーバー等の約 10～20 名で構成され
ていた．障害のある当事者が編集や原稿作成

に加わり，原稿の読み合わせを行うことでわ

かりやすいテキストを作成していた．さらに，

2011 年 6 月号から最終号までは，知的障害の
ある編集委員の一人が編集長を務めていた．  

2.2. 「ステージ」の経緯と特徴 [2] [3] [4] 

ステージは 1996 年の創刊時より，年 4 回発
行されてきた．創刊時は 5 万部，その後 1996
年から 2009 年度までは毎号約 5500 部程度で
推移していた．紙面がリニューアルされた

2010 年度，2011 年度は毎号約 11000 部，2012
年度は毎号約 12000 部を発行するようになっ
た．なお，2013 年度以降は，紙面構成等に変
更はなかったが，発行部数が 2000 部以下とな
った．2014 年 6 月に発行母体である社会福祉
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法人全日本手をつなぐ育成会が解散して後は

休刊し，2018 年 1 月現在まで休刊となったま
まである 2．  
創刊当初から企画・編集の過程に知的障害

者が編集委員として編集過程としてかかわる

という当事者主体性を有していたため，紙面

の内容は，読者の生活年齢と興味・関心に即

した話題が選択されていた．創刊当初は毎日

新聞社の記者らが複数名記事の執筆や読み合

わせの作業に加わり，議論しながらわかりや

すさを模索していたため，創刊期は比較的一

般的な新聞の紙面に近い構成がなされていた

が，次第に「本人活動」3を支援する媒体とし

て，福祉的な内容や当事者の経験等が重視さ

れるようになった．紙面は主に，関心の高い

時事の話題，ニュースおよびニュースダイジ

ェスト，趣味・芸能人へのインタビューなど

のエンターテインメント，スポーツ，暮らし

（障害者福祉や生活に関連する，役立つ特集

記事），各地の特別支援学校の特色ある取り組

みの紹介，読者からの反響や交流的要素のあ

る記事，時期ごとのテーマ記事・特集などで

構成されていた．  
紙面は A3 版で 8 ページ，1996 年当時はカ

ラーと白黒の双方が使用されていたが，2010
年夏号（54 号）以降は紙面およびデザインが
一新されフルカラーとなった．特に，54 号以
降は，テキストのわかりやすさに加え，全体

的な見やすさに配慮された紙面構成となって

おり，写真や図やイラストが多用されていた．

また，漢字には全て振り仮名がついていた．

さらに，改行時に文節で区切るなど，視線の

移動や情報の認知が容易になるような工夫が

なされていた．  
2.3. ステージに関する先行研究 

ステージにみられる平易な文章表現の特徴

について，先行研究が数例存在する．  
まず、創刊からのステージの実践を経験則

からまとめたものがある [3] [4]．わかりやすい
文書の特徴がステージ編集の経験から示され，

ステージの特徴である「のりしろ」が示唆さ

れている．「のりしろ」とは，文と文の間に重

複箇所（同じ言葉を繰り返して使用すること）

                                                                    
2 なお，電子媒体は 2010 年以降，個人ではなく団体

に限定的に配布されたのみであった．  
3 「本人活動」とは，「（知的障害者）本人による，本

人のためのグループ活動」である．決定権の所在は当

事者にあり，自らが主体者として活動し感情を共有す

る場であり，自分たちの生活の権利を主張し，仲間と

ともに人生設計を行う場でもあるゆえに，「セルフ・ヘ

ルプ」機能，「セルフ・アドボカシー」機能を備えた場

であるとされる [5]。  

を設定することで両者の関係を明示的にする

ことである．また「ステージ」7 号分の編集
過程を扱った質的検討では，リライトの際の

難解語彙群の指摘がなされている [2]．  
ほかに，ステージの言語的特徴について，

他の新聞との比較で特徴を明らかにした研究

が数例存在する．毎日新聞の紙面との比較で

その傾向を明らかにした計量言語学的調査に

よれば [6]，ステージの文章はおおむね一文が
30 文字以下であり毎日新聞より短いことや，
四文字以上の漢字列が少ないことが明らかに

されている．また，朝日新聞とステージの比

較分析では [7] [8]，ステージでは解釈に個人的
判断を要する語の使用が見られること（時間

を示す際に「朝」「夕方」など），動詞「する」

に接続してサ行変格活用の動詞となりうる

「サ変名詞」や数を表す「数詞」の使用が少

ないこと，「また」などの並列の接続詞の使用

が多いこと，ステージと朝日新聞で構文の複

雑さには差がほとんどないことが明らかにさ

れている．  
さらに，「やさしい日本語」によるニュース

である NHK の「NEWSWEB EASY」（以下
NWE）との比較調査では [9]，ステージと NWE
の共通点として形態素数や和語の率が近いこ

と，「外来語」や「人の属性を表す語」などの

名詞や動詞を中心とした書き換えの難しい難

解語彙の群があることが明らかにされている．

また相違点として，ステージには「やさしい

日本語」の基準に照らせばわかりやすく書き

かえ可能な福祉用語（名詞），副詞相当の語，

および接辞（接辞を中心とした名詞接続形式）

があることも明らかになっている．  
ただしこれらの先行研究のいずれもステー

ジの全号分を対象としたものではなく，テキ

ストや語彙の傾向を示唆するに留まっている． 
 

3. 分析 

ステージの 1996 年から 2014 年にかけて発
行された全 69 号分のテキストを対象として，
計量的分析を行った．  

3.1. 分析手順とねらい 

ステージの 2 種類のデータのうち句点改行
データを分析した．句点改行データはステー

ジの各号が 1 ファイルになっている．また 1
文が 1 行となっており，見出し，小見出しに
はそれぞれを示すタグが行頭に付与されてい

る．そこでまずタグと表層表現を使ってステ

ージ各号を個別記事のファイルに分割した．

次に，写真や図のためのキャプション，箇条
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書きなどの通常の文とは異なる行を除外した．

さらに読者の反響など読者の文体がそのまま

反映された記事，ダイジェストニュースなど

の特別な記事を，タイトルを使って除外した． 
以上の手順で作成したファイルを対象に

NEWSWEB EASY と比較した先行研究 [9]で測

定した項目を 69 号各号で計測して経年変化
を観察した．なお計測に使った解析器は全て

[9]のものと同じである．  

3.2. 文長 

各号の 1 文の平均形態素数，すなわち平均
文長を算出した結果を図 1 に示す．図に重ね
て示した回帰直線から，初期の頃から 4 文字
程度，文長が時間と共に短くなったことが観

察できる．なお，全号の平均文長（破線）は

20.8 形態素であった．  
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図 1 各号の平均文長（形態素数） 

 

3.3. 形態素の品詞・語種 

語種の割合を全 69 号で解析したところ，
特段の経年的な変化は観察できなかった．全

号の語種の割合の平均と標準偏差を表 1 に示
す．標準偏差が小さいことからも経年変化が

小さかったことが分かる．  
 

表 1 全 69 号の語種の割合 

語種  割合（%） 標準偏差  

和語  76.3 2.1 
漢語  18.7 1.8 

外来語  2.8 0.71 
混合  1.1 0.27 
不明  1.2 0.36 

形態素品詞の割合の変化も同様に観察し

たが，特に経年的な違いは見られなかった．   

3.4. 語彙難易度 

語の難易度レベルの変化を観察するため，

日本語能力試験の基本語彙（Basic），4 級から
1 級の語，級の付与できない難しい語（OOC），
固有名詞（Proper）の割合を，自動解析器を
使って各号で計算した [9]．割合を積み上げグ

ラフにした結果を図 2 に示す．  
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図 2 各号の語の難易度の割合（%） 

 

図 2から各号の難易度レベルの割合は経年

変化していないことが分かる．なお基本語彙

とは助詞，助動詞，数字，記号をまとめた分

類で，誰でも分かるやさしい語のクラスと考

えている．そこで便宜的に基本語彙，4 級，3

級をやさしい語と考えると，全号でのやさし

い語の割合の平均は 80.3%（破線）となった．	

3.5. 計量的分析のまとめ 

全 69 号の分析結果からは文長が経年的に
短くなったことが明らかになった．一方，語

種，品詞，語の難易度レベルの各割合はほぼ

一定であった．すなわちステージの語彙の使

用は安定していたといえる．  
 

4. 考察 
全号を通して変化が見られた点と，安定し

ていた点の双方について考察を試みたい．  
全 69 号分のテキストから析出された経年

変化として顕著な点は，平均文長が短くなっ

たことであった．2.1 に述べたが，知的障害者
向けのわかりやすい情報提供に先鞭をつけた

社会的実践がステージであり，創刊当初はま

だ知的障害者向けの文書はどのようにすれば

わかりやすくなるのか全く手掛かりがない状
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態から，経験則が蓄積されていった経緯があ

る [3]．すなわち，当事者を交えた議論の中で，

編集会議時に読み合わせを行う中で文長が短

い方が読みやすいという意見が出され，次第

にそれがわかりやすさの手法として浸透して

いったものと考えられる．また，創刊当初は

新聞記者のかかわりが多く，記事も新聞記者

の原案のものが多かったが [3]，2.1 に述べたよ
うに次第にステージの当事者主体性が増す中

で，編集者と当事者の意見が通りやすくなっ

ていった結果とも考えられる．さらに， 2.2
で述べたように 54 号からはレイアウトが一
新されているが，54 号以降は記事作成時にレ
イアウトにあわせて文長がかなり意識されて

いた点も，文長の減少に影響を与えた可能性

がある．以上より，知的障害者にとってのわ

かりやすさは文の短さと相関があるといえよ

う．  
一方で，文長以外の語種，品詞，語の難易

度レベルの各割合は，ほぼ経年変化がなかっ

たことが示された．ステージは約 18 年の間に
多くの新聞記者・編集職員・支援者・知的障

害者らが関わっていたにもかかわらず，変化

がほとんど見られず安定的であったというこ

とは，知的障害者にとってのわかりやすさに

は一定の形式があることを示していると考え

られる．すなわち，今回の分析結果による語

種の割合や語の難易度の程度は，軽度から中

度の知的障害者のテキスト作成におけるわか

りやすさの指標となりうることが示されたと

いえる．  
また，語種等の割合が経年変化を見せず一

定であったことは，2.3 で述べたステージの一
部を分析した先行研究らによって示唆されて

いた傾向が有効性のある結果であったことを

示すと考えられる．すなわち，本調査の結果

によって，これまで示唆されていた知的障害

者向けのわかりやすい情報提供の傾向が，実

証的に裏付けられたと考えられる．  
 

5. おわりに 

本研究では，「ステージ」全 69 号分のテキ
ストの計量的分析から，知的障害者向けに書

かれた文書の傾向を，経年変化の様相から明

らかにした．   
今回の解析では 3.1 で述べたように各号を

記事単位に自動分割したが，完全には分割で

きなかった．レイアウトやデザインの変更の

影響で，見出しや小見出しの使い方が変わっ

たことが主な原因と考えている．今回は記事

認定の信頼性が確保できないため記事の長さ

を計測しなかったが，記事長はやさしさに関

わる要因になるため，今後調査を継続したい．

また，ステージは 54 号以降，視線の移動がし
やすい紙面改行が工夫されている．この紙面

改行データの分析を深め，わかりやすさの

傾向をさらに検討することも今後の課題で

ある．  
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